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0.はじめに
0.1研究の目的
住宅の水準向上にとってユーザーへの住情報提供が決
定的に重要である｡ここでユーザーに対する住情報提供
システムの構成要素とは住情報の質と量､提供の仕組み
(媒体､時期､提供者 ･･･)､ユーザーの住意識 (注1)､
等である｡
本研究は､従来の住宅とは質を異にすると喧伝されて
いる輸入住宅のユーザーを対象に､住宅に関する諸問題
とそれに関わる住情報に関して､ユーザーがいかなる意
識を持ち､実際の行動を起こし､その結果解決が容易な
問題と､困難な問題の在処､について分析し､今後のユ
ーザーへの住情報提供システムの方向について示唆を得
ることを企図している｡
関連する既存研究としては以下のようなものがある｡
1970年代に建設省によって進められた ｢住宅性能
総合評価システム｣の成果に基づき､三村が文献 1の中
で､在来住宅､工業化住宅を対象に､主として測定可能
な性能項目を消費者に表示するシステムを提案している｡
また直接わが国を対象にしているわけではないが､一
棟は文献 2､ 3の中で米国における消費者と住情報に関
する研究を展開している｡
本研究は､以上のような成果を踏まえ輸入住宅という
新しい種類の住宅が出現している状況の中で､日本的な
住まい方を背景とした場合の使い勝手の良さなど､いわ
ば非物的性能をも射程に入れた情報提供システムを最終
的に構築するための知見を得ることを目的としている｡
0.2研究の視点
住情報にはその内容､性格､入手難易度､理解難易度､
などにより､いくつかの類型化が可能であり､その各類
型の形成は､主として住宅の特徴､ユーザーの属性､供
給者 (情報提供者)の情報提供方法などによって規定さ
れると考えられる｡
輸入住宅は従来の住宅とは異なるということから､期
待と不安と両方が強く､その分ユーザーの関心､住意識
も高いと推察され､これを前提としで性能とコストなど
の基本的かつ重要な住情報項目に対 して高い関心を示し､
対応して旺盛な住情報取得活動を行っている｡
しかし､未知の住宅タイプであることから､過度な期
待と過度な不安を持っ傾向があり､ここに適切な情報が
提供されている場合とされていない場合の両方がある｡
また供給業者の対応には､過度な期待を増長 し､過度な
不安には安直な変更で答える傾向が見られることから､
ここに第三者的な情報アドバイスサービスの支援が求め
られるという根拠が存在する｡
0.3研究の方法
ジェトロによって確認された全国の輸入住宅業者から
購入した､輸入住宅居住者315戸を対象に､郵送による
アンケート調査を行い､184戸より回答を得た (回収率5
8.4%)｡調査内容は､輸入住宅を購入するにあたって得
た情報源､検討 した情報項目､輸入住宅の不安項目･不
安理由 ･輸入住宅購入者へのアドバイスなど､輸入住宅
の居住評価で､回答方式は多肢選択方式及びフリーアン
サーである｡尚､調査年月は95年11月､調査対象地域の
内訳は北海道 ･東北55戸､関東77戸､中部40戸､関西 ･
九州12戸で､今回の調査では東日本地域の対象者が多い
結果となった｡
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1.居住者属性
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1990年代になると､坪単価40万円台の輸入住宅が商品
化され､それによって輸入住宅はこれまで手の届かなか
った住宅から､次第に身近なものになり､購入者膚は徐々
に一般消費者へと広がっていった.では一体どのような
人が輸入住宅に居住しているのであろうか｡最初に居住
者属性をみる｡
まず家族人数をみると､2-5人が中心で､4人が最も
多く､核家族が一般的である (図1)｡子供の数は2人が
多いが､子供なしの家庭も比較的多く､全体の約30%を
占めている (図2)｡世帯主の年齢は､40代が中心で､次
いで30代､50代と続く (図3)｡世帯主の職業は会社員 ･
公務員が半数以上を占めるが､その他自営業も目立っ｡
また､海外居住経験者は11%であった｡
居住年数は半年～2年の間が約半数を占めており､逆
に5年以上は2割未満と少ないことから､居住年数は全体
的に短いといえる (図4)｡また居住者が考える好ましい
ライフスタイルとしては､洋風にやや和風を取り入れた
生活が70%､洋風的な生活が25%と､洋風に傾いた生活
を志向していることがわかる (図5)｡延床面積はほとん
どの住戸が100-250nfの範囲にあり､その中でも100-1
50rfが半数を超える.建築統計年報によると､94年度の
日本の新築戸建住宅の平均床面積が約130m2とあるので､
それほど大差はみられない (図6)｡プランタイプはnLD
K型が主体で､中心は4LDKである (図7)｡ちなみに､
対象住戸は全て注文住宅である｡
総じて特殊な階層の特別な住宅とはいえず､居住者も
一般的な世帯といって良いだろう｡
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図5 好ましいと考える生活スタイル
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2.情報源 ･認識度
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ここ数年､輸入住宅はあらゆるメディアから取り沙汰
され､情報も多く出回っているが､実際には居住者はど
こから情報を得､さらにはどの情報を重視したのであろ
うか｡また､居住者の輸入住宅の認識度はどの程度のも
のであろうか｡
輸入住宅を選ぶ際に得た情報源としては､住宅展示場
が最も多く､全体の約80%の人が展示場を訪れている｡
次いで多いのが雑誌や書籍で約50%､新聞広告が約20%
である (図8)｡また､最も重視した情報源は､これも住
宅展示場という回答が多いが､次に輸入住宅居住の友人
知人からの情報であるというのも見逃せない｡住宅展示
場へ訪れる人々は､最初から輸入住宅に的を絞っている
のではなく､幾つかの展示場を廻って気に入った住宅が
たまたま輸入住宅であった場合も少なくない｡また､展
示場で初めて輸入住宅についての詳しい情報を得ること
もある｡アンケートの回答からも､住宅展示場の存在が
重要な情報源になっていることはまず間違いないといえ
る｡また､輸入住宅の一般的な知識は､雑誌や新聞など
で得るが､輸入住宅を購入する直接の決め手としては､
輸入住宅体験者からの情報や､住宅展示場に行って説明
を受けるなど､実際に個別に話を聞くことが重要になっ
ていることがわかる｡
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次に輸入住宅の認識度をみると､選択時では輸入住宅
に的を絞ったという回答は約25%と少なく､半数以上が､
選択した住宅がたまたま輸入住宅であったと答えている
(図9)｡これは先の展示場の例にも当てはまる｡一方購
入時になると､輸入住宅であるとはっきり認識している
人が90%を超える (図10)｡つまり､住宅を選択する時
点では偶然輸入住宅であった場合が多いが､購入時には
きちんと認識しているということである｡
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3.検討した情報項目
輸入住宅は工法や構造､性能､設備などあらゆる点に
おいて日本の一般住宅とは異なる特徴を持っている｡そ
の違いは､当然のことながら輸入住宅がすべての点にお
いて優れているというのではなく､メリットもあるしデ
メリットもある｡輸入住宅居住者は､決め手となる条件
が輸入住宅において満たされたからこそ選択したと思わ
れるが､では選択の際にどのような点に関心を持ち､検
討したのであろうか｡ここでは情報項目を､経済的側面
(建築費､工事資材の費用､金融公庫の可否)､物理的性
舵 (断熱性､屋外遮音性､屋内遮音性､耐火性､耐震性)､
設計 ･施工 (材料 ･仕上げの仕様､廊下 ･階段幅寸法､
和室の有無､増改築の可否 ･費用､工事期間)､メンテ
ナンス (アフターサービス､業者の実績)の4項目に分
類して､検討した情報をみていく (図11)0
全体を通してみると､物理的性能に関して最も関心が
高く､検討していることがわかる｡なかでも断熱性に関
しては90%以上が検討しており､かなり重視されている｡
その他､屋外遮音性､耐震性に関しても半数以上の人が
検討したと答えている｡次に検討した項目としては設計
･施工が挙げられる｡材料や仕上げの仕様､廊下 ･階段
幅の寸法に関して､半数以上が検討した項目として挙げ
ている｡次は経済的側面で､特に建築費については約65
%と多くの人が検討したと答えている｡輸入住宅の建築
費は一般の住宅より高いと言われているが､実際アンケ
ート回答者の中でみても､坪単価60万円台が24%､70万
(4)
円台が20%とかなり高いことがわかる｡フリー トー クか
らも､｢建設費が一般の住宅に比べかなり高い｣という
意見が多く聞かれた｡最後はメンテナンスである｡アフ
ターサービスや業者の実績を検討した人は20-30%おり､
他の項目に比べると関心が薄いといえる｡
これらの中から､特に検討した情報項目をみると､断
熱性が38%と最も多く､次いで建築費14%､材料 ･仕上
げの仕様10%と続く｡輸入住宅は断熱性に優れていると
いう宣伝文句があり､実際居住者もそれをよく検討して
輸入住宅を選んでいるということが推測される｡
図 11 検討した鵬報項目
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4.設置された室と設備およびその評価
海外の住宅と国産の住宅とでは､設置される室や設備
はかなり異な▲っている｡輸入住宅は､基本的には欧米の
住宅を模倣したものであるが､実際はどのようになって
いるのであろうか｡ここでは､輸入住宅の特徴である室
や設備がどの程度設置されているか､あるいは国産住宅
に特有にみられる室や設備が輸入住宅においても設置さ
れているのかをみる｡
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まず現在ある室と設備の所有率をみる (図12)｡従来
の国産住宅の特徴である室や設備の所有率は､玄関の段
差86%､網戸85%､和室68%とかなり高いものがある一
方､門扉 ･塀は48%､雨戸に至っては9%にとどまって
おり､差がみられる｡次に輸入住宅独特の室や設備の所
有率をみると､サンデッキ66%､ファミリールーム52%､
吹抜け34%､暖炉22%､2階の浴室21%､屋内ガレージ1
7%で､全体的に設置率の低いものが多い｡
これらの設備についての評価をみると､まず日本的な
もので良かったと答えているものは､網戸82%､和室76
%､門扉 ･塀71%､雨戸66%､玄関の段差57%である
(図13)｡一方輸入住宅的なものでは屋内ガレージ93%､
暖炉85%､サンデッキ84%､2階の浴室82%､ ファミリ
ールーム80%､吹抜け70%である｡逆に不必要だと思っ
たものは､最も多いもので雨戸が33%という程度で､全
体的にみて評価は一様に高い｡日本的なものと輸入住宅
的なものとを比較してみると､80%以上の人が高い評価
をしているものは､前者は網戸のみであるのに対し､後
者は吹き抜け以外の全ての設備である｡従って､輸入住
宅的な室や設備は､所有率は低いものの､所有者の中で
はかなり評価されていることがわかる｡特に天候に左右
されない屋内ガレージの評価は高い｡
また､現在はないがこれから欲しいものとしては､網
戸､サンデッキ､屋内ガレージ､和室､ファミリールー
ム､暖炉などが挙げられる (図14)0
(5)
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5.不安項目･不安理由
これまでとは異なった形式の住宅に住まうというのは､
誰でも多かれ少なかれ不安を抱くものである｡例えば､
輸入住宅は断熱性に優れているといわれているが本当だ
ろうか､とか､耐震性 ･防火性においてはどうだろう､
などといった物理的性能のことから､外観のデザインが
周りの住宅にとけ込むだろうか､モジュールの違いによ
る不適合はあるのだろうか､といった設計 ･施工に関す
ること､さらには補修や修繕が必要になったとき業者が
きちんと対応してくれるのか､光熱費は前住宅と比較し
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て高くなってしまうのか､といったメンテナンスに関す
ることなど､不明な点が湧き出てくる｡そこで不安項目
を今述べた物理的性能､設計 ･施工､メンテナンスの大
きく3項目に分類して､各項目毎にどのようなことを不
安に思ったのかをみていく｡
まず選択時 (取得時)の不安をみる｡物理的性能に関
して不安を抱いた項目は､室内気候の快適性37%､屋外
遮音性25%､耐震性25% (図15)､設計 ･施工に関して
は､仕上がりの精度35%､布団の収納スペース24%､海
外資材の精度 ･品質23% (図16)､メンテナンスに関し
ては､修繕 ･補修46%､修繕?ための部品入手33%､欠
陥への補償32%､維持管理の手間と費用23% (図17)な
どが比較的高い数値を占めている｡先に述べた ｢3.檎
討した情報項目｣の中では､メンテナンスに関して検討
する割合が比較的低かったが､ここではメンテナンスに
対する不安が最も高い｡輸入住宅を選択する時点ではあ
まり関心がなかったが､取得した段階になってそれが現
実のものとなり､不安が増長してきたものと思われる｡
ここで､取得時の不安や不満についてフリーアンサー
より具体的にみる｡経済的側面においては､追加建築費
の請求､高額なローンの支払い､費用対効果などが挙げ
られる｡設計 ･施工においては､ロール式網戸の開閉､
雨戸がないための台風時の安全性､空調設備の点検方法､
カタログによる窓 ･ドア等の選択､またメンテナンスに
おいては､維持管理の方法が不明､業者の不誠実な態度､
業者専門技術知識の不足などが挙げられる｡
次に現在の不安項目をみる｡選択時と比べ､不安は減
少しているが､そのなかで比較的高いと思われるものは､
設計 ･施工に関して仕上がりの精度14%､布団の収納ス
ペース12%∴メンテナンスに関して修繕 ･補修21%､修
繕のための部品入手17%､欠陥への補償16%､維持管理
の手間と費用13%などである｡
次に現在の不安 ･不満について同様にフリーアンサー
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よりみてみる｡物理的性能においては､上階の音､換気
装置が挙げられる｡設計 ･施工においては壁紙の隙間､
ペンキのはがれ､天窓の雨漏り､使い勝手ではロールブ
ラインドの洗濯､照明器具の手入れ､ロール式網戸の開
閉､設備機器の効率的な仕様､配線 ･配管の修理､窓の
清掃､窓ガラスの補修､開口部が大きいため防犯上の不
安､庇がないため豪雨時の浸水､輸入材 ･輸入品の入手
のための時間と費用 (外壁のペンキ塗りを入居後4年で
実施一輸入ペンキ使用で40坪100万円以上請求)などが
あり､アフターサービスにおいては､修繕 ･補修に業者
の迅速な対応 (地元に業者の営業所がない)､標準仕様
の内容 (業者が提示する標準仕様は最低限のため何か追
加すると費用がかかり､業者がいう坪単価では収まらな
い｡結局高くつく)などの不安や不満がある｡
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こうしてみると､メンテナンスに関しては､依然とし
て解決される割合が少く､また設計 ･施工に関してもそ
の傾向が若干みられる｡例えば､｢部品入手に関 しては
自らアメリカから取り寄せている｡｣｢輸入住宅における
和室に純日本的和室を求めるのは無理で､多少の妥協が
必要である｡｣｢輸入資材の詳細仕様の説明が必要である｡｣
などの意見がある｡また､物理的性能に関する不安は減
少しているが､屋内遮音性についてはまだ不安が残って
いる｡｢2Fのトイレの水を流すと結構音が響きわたる｡｣
｢2Fの部屋の音が下に伝わって気になる｡｣｢床を伝わる
音が響く｡｣など多くの不安 ･不満があり､実際屋内遮
音性については優れているとは言い難い｡
次に､不安理由についてみる (図18,19,20)｡ ここで
は､不安理由として①情報がなかった②情報はあったが
信頼できなかった③情報はあったが判断できなかった､
の3つにわける.まず､①情事的iなくて不安になった項
目は､物理的性能では屋内遮音性､設計 ･施工では増改
築の難易､仕上がりの精度､布団の収納スペース､メン
テナンスでは修繕のための部品入手､欠陥への補償､修
繕 ･補修､維持管理の手間 ･費用である｡つまり､どち
ナンスに関する情報は少ない､ということである｡次に
②信頼できなくて不安になった項目は､物理的性能では
室内気候の快適性､設計 ･施工では仕上がりの精度､メ
ンテナンスでは修繕 ･補修､欠陥への補償である｡最後
に③判断できなくて不安になった項目は､物理的性能で
は室内気候の快適性､耐震性､設計 ･施工では仕上がり
の精度､布団の収納スペース､メンテナンスでは修繕 ･
補修である｡これらは､情報があっても素人には判断し
にくい項目であるといえる｡②情報があっても信頼でき
ない項目と③判断できない項目は符合しているので､業
者 (メーカー)のユーザーへの適切な対応が望まれる｡
このような不安に対してどのように解消したのか､そ
の具体的方法や条件をみる｡物理的性能に関しては､輸
図18 物理的性能に関する不安理山
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入住宅体験者から情報を入手することや､住宅展示場で
理解できるまで説明を受けて解消している場合が多い｡
また､自ら工夫をしている例もみられる｡例えば室内気
温に関しては､1階に簾､2階にはベランダに花を置いて
対処している｡また､屋内遮音性に関 しては､2階の床
にカーペットを敷いて対処したり､耐久性 (湿度)に関
しては､床を高くし､床下をコンクリート打ちにして解
決したりしている｡設計 ･施工に関しては､建築中の住
宅を見学して､実際目で見て確かめたり､工務店と納得
がいくまで打ち合わせを行い､解消している｡その他次
のような対処方法もあるo例えば､布団の収納スペース
に関しては､布団を圧縮して畳んで収納したり､干し場
に関しては､乾燥機や布団乾燥機で対応､またはサンル
ーム形式の物干し場を設置したりしている｡メンテナン
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スに関しては､工務店からアフターケアの組織の説明を
徹底的に受け､必ず連絡先を聞いたり､設備部品の入手
に対しては業者を当てにせず､自らアメリカの知人に依
頼して取り寄せたりしている｡
6.改装 ･補修の経験 ･計画
新しく日本に入ってきた工法 ･設備だけに､どこかが
故障したり､適合しなかったりするということや､住む
前まではいいと思ったプランでも､住んでみてから都合
が悪くなったということもあるであろう｡それによって
修理したり､改装したりした経験があるという居住者も
いると思われる｡また､今はまだそのような経験はない
が､いずれ改装や補修を行いたいという希望もあると考
えられる｡ではどの程度の人がそう考えているのであろ
うか｡その実態をみる｡
まず改装 ･補修の経験をみると､経験者は15%で､全
体的に居住年数が浅いためか､それほど多くはない (図
21)｡改装 ･補修の内容は､外壁の塗 り替え､壁紙の張
り替え､建具 (ドア･窓)の故障､水漏れ ･雨漏りなど
である｡ちなみに外壁塗装は一般的に60-80万円で､20
日間ほどかかるということである｡間取りを変えるとい
うような大改装はほとんどなく､建具など､仕上げに関
する補修が半数以上を占める｡
改装計画 ･希望をみると､希望者は19%である (図22)0
内容は､ファミリー ルームの子供室への変更､外装､サ
ンデッキ拡大､子供室の間仕切り､キッチンの拡大 (ユ
(8)
-ティリティ､ランドリーも含む)､屋根裏部屋､地下
室の設置などである｡しかし､輸入住宅は構造上､改築
･改装が難しいとされる｡仮に改装でさても改装費がか
なり割高になるそうである｡
7.総合評価
以上の意見を踏まえた上で､輸入住宅全体の評価をみ
てみる｡
まず輸入住宅の長所として挙げているものは､室内が
冬暖かい91%､外観のデザインが良い63%､地震に強い
54%､耐用年数が長い51%､インテリアデザインが良い
44%､住宅設備の質が良い44%などである (図23)｡つ
まり､物理的性能､デザイン性､設備を高く評価してい
るといえる｡
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逆に短所として挙げているものは､建築費が高い56%､
細部の仕上げが雑34%､庇が足りない･短い23%､室内
が夏暑い19%などである (図24)｡つまり､経済性､仕
上げの精度などが欠点となっている｡しかし､全体的に
みると短所よりも長所の方がかなり多く､満足度は高い
といえる｡
次に永住意識についてみると､ずっと住み続けたいが
59%､住み続けようと思っているが32%で､かなり高い
(図25)｡地域への愛着は､愛着を感じるが47%､少しは
藤田他 :輸入住宅ユーザーと住情報
愛着を感じるが29%で､愛着を持っていることがわかる
(図26)｡また､地域コミュニティ活動への関わり度は､
少し関わっているが39% (図27)､近所付き合いの状況
は､堅苦しくなく話せる付き合いが42%でそれぞれ最も
多く､比較的気軽な付き合い方をしているといえる (図
28)0
図24 輸入住宅の短所 ･デメリット
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8.輸入住宅購入者へのア ドバイス
これから輸入住宅を購入するユーザーに対するアドバ
イスを､フリーアンサー形式で得た結果を各項目毎にま
とめてみると次のようになる｡
①物理的性能に関して
･高品質 ･高気密 (断熱性､遮音性に優れる)のため居
住性が高い｡自由 (開放的)な間取りが可能､冬暖か
いので快適､光熱費はそれほど高くない
･夏が暑いので通風を考慮すべき (窓の位置 ･大きさ･
開閉の有無)
･臭気がこもり強制換気の必要性がある
･上下階の騒音対策を配慮すべきなどである｡
②設計 ･施工に関して
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･耐震性のために設計制限あり
･増改築には制約あり
･設計 ･施工に関しては専門家と十分話し合い､自分の
ライフスタイルにあった (輸入住宅の特徴を生かした)
住宅を建設すべき
･庇がないので電動式テントを設置
･照明が部分照明で暗い､簡単に付け替えられる照明に
すべき
･台所設備の高さは居住者の身長に合わせるべき
･仕上がりの精度には当初から注文をっける
･防虫対策を考慮
･暖炉の設置には十分な配慮が必要 (暖房能力 ･ランニ
ングコスト)
･輸入資材については仕様 ･価格 ･納期について詳しい
見積が必要 (船便で3ケ月かかる)などである｡
③メンテナンスに関して
･信頼できる業者選びが輸入住宅を成功させる第一条件
である｡業者の営業マン､設計士だけでなく､実際施
工に携わる工務店 ･現場監督 ･大工に対して信用でき
るかが重要
･建築現場をみたり､居住年数の長い輸入住宅体験者か
ら直接話を聞くなどして､自らの目で確かめること
･最初から一社に決めずに､複数の業者に声を掛け､比
較検討してから決定する
･アフ●タ-サービス･メンテナンスについても業者と徹
底的に話し合うべき
･ランニングコストに対する認識が必要､などである｡
｢自分のライフスタイルに合った住宅選びをすること｣
という意見が目立った｡家族構成やライ●フスタイル､好
みをしっかり把握して､輸入住宅の長所を生かしつつ､
自分の望んでいるものが何なのかをはっきりと確立する
ことが重要であり､輸入住宅という外見だけに捉われて
はいけないということであった｡自分たちの生活に合っ
た住宅選びを行ない､人任せにしないで真剣に慎重に取
り組んでいる様子が伺われる｡逆に業者側が勉強不足で
あるという意見も多くみられた｡｢輸入住宅ということ
だけにあぐらをかいている様な業者では不安を感じざる
を得ない｡｣｢営業マンの製品に対する客観的なデータや
知識が乏しい｡｣などという辛口の意見もあった｡輸入
住宅に目を向ける人たちはそれなりに研究し､すでに自
分の価値判断を持っているので､業者側はさらにその上
をいくものでなければならない｡また､｢2.情報源 ･
認識度｣からみてもわかるとおり､居住者は輸入住宅居
(10)
住の友人 ･知人の意見をかなり重視しているので ｢業者
は自社の建てた実物の見学会をていねいにやるべき｡｣
などという意見も見逃せないであろう｡その他､｢アフ
ターサービスの良い業者を選ぶこと｣という意見はかな
り多くの人からきかれた｡ここでみられるユーザーの住
要求を業者に反映させて､輸入住宅の質を高めていくこ
とが今後の課題になろう｡
9まとめ
以上の結果から､輸入住宅の特徴のうち､長所と短所
として挙げられている情報項目をみる｡まず､居住者の
評価が最も高かったものとして､断熱性の良さが挙げら
れる｡断熱性が良いことによって､部屋による温度差が
なくなり､特に冬は廊下へ出ても暖かく､その結果かな
り居住性がよくなることになる｡次は気密性が高いこと
である｡これは断熱性と相まって､部屋の空気を外へ逃
がさず､部屋の温度を一定に保っ役割を果たしていると
同時に､外からの音がシャットアウトでき､快適な室内
環境をつくることができる｡このように､物理的性能に
関して評価はかなり高いといえる｡逆に短所としては､
まずメンテナンスに関することが挙げられる｡例えば補
修が必要になったときどのように対処すればよいか､な
どといった不明なことが多く､かなりの人が不安を抱い
ている｡これは供給者が最後まで責任を持ち､アフター
ケアにも十分力を入れることが今後望まれる｡また､仕
上げの精度が雑であるという意見も多く出た｡もともと
欧米の住宅は仕上げの部分では大雑把になりがちで､逆
に国産住宅は細かい部分までかなりの精密さが要求され
ている｡従ってこれは仕上げの精度に関する認識の違い
ということができるが､このギャップを埋める必要があ
ると思われる｡
すなわちこれを住情報項目の性格という観点でみると､
輸入住宅であるということから当初から関心や期待が高
くかつ入居後の評価も高いものとして物理的性能項目が
あげられ､逆に当初関心が低いにも関わらず不安を感じ
入居後も解決困難な項目にメンテナンスの問題があると
いうことができる｡関心が高く評価も高い情報項目にお
いて過剰な期待に走らず冷静な評価に結びっくような客
観的な評価尺度が求められるであろうし､逆に関心が低
いにもかかわらずその後の不安項目となりやすい情報項
目については､関心を喚起しかっ解決の道筋が容易に示
される必要がある｡輸入住宅を念頭においた消費者保護
のための住情報提供システムを仮に想定すると､以上の
ような情報項目ごとの特徴を考慮する必要があるといえ
藤田他 :輸入住宅ユーザーと住情報
る｡
また今後の消費者への住情報提供システム一般を考え
ると､その住宅の種類特有な問題のうち他に対 して長所
であるとされる情報について消費者は意識が高いことか
ら､消費者の関心に応じた専門的な情報提供が可能であ
ること､また不利な点については､初期の段階から第三
者によるアドバイスが求められるといえよう｡ここで､
消費者は住宅展示場や居住体験者の具体的な情報に頼る
割合が多いことから､こうした情報をすぐさま確認でき
るような客観的専門的なアドバイスの仕組みが有効であ
ると考えられる｡
一般的に輸入住宅の居住者は住意識が高 く､住宅選び
に真剣に取り組んでいるといわれている｡これは輸入住
宅が今までにはなかった住宅ということで､ユーザーも
様々な情報を集め､今までとはどこが違うのか､どのよ
うなメリットがありデメリットがあるのかなどを十分に
検討することが求められるためであると推測される｡輸
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入住宅が､これからの日本人の住意識を向上させていく
上での大きなきっかけになり､今後の日本の一般的な住
宅の質向上につなげていくための住情報環境の整備が求
められている｡
(注1) ここで住意識とは､住宅の諸要素 とりわけ性
能に関する期待､不安､関心､評価､満足度の総体を指
している｡
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Summary
● ●
ThepurposeofthisstudylStOmakecleartheconsciousnessandthehouslngactivitiesoftheconsumers
● ●
forthehousl叩 informations･Becausetheyshouldmakethehouslnglevelhigher.Sointhispaperwechose
theimported-housesusersastheobjects.Theresultsarefolowlng:
●
1)Theimported-housesusersareinterestedinthephysicalperformanceinformations.
2)Theusersarealsosatisfiedwiththeseperformances.
3)Ontheotherhandthemaintenanceinformationsdon'tinteresttheusers.
4)Buteventualytheusersareafraidoftheproblemsoftheaftermaintenance.
5)Formakingthehousing-infわrmationsystemofnotonlyimported-housesbutgeneraldomestic-houses,we
hadtoconsiderthecaracteristicsofinformationitems.
(ll)
